
2024 年 10 月 30 日 

2020 年 1 月から 2024 年 12 月の間に当院にて陳旧性心筋梗塞 

に伴う持続性心室頻拍に対してカテーテルアブレーション治療 

を受けられた患者様へ 

 
当院では「陳旧性心筋梗塞に伴う持続性心室頻拍の不整脈基質、アブレーシ

ョン成績に関する多施設後ろ向き研究」を実施しております。この後ろ向き臨

床研究では、陳旧性心筋梗塞に伴う持続性心室頻拍に対してカテーテルアブレ

ーション治療を受けた患者様を対象として、データの収集を行います。この案

内をお読みになり自身がこの研究の対象にあたると思われる方の中で、ご質問

がある場合、またはこの研究に「自身の情報を使ってほしくない」とお思いに

なりましたら、遠慮なく下記の担当者までご連絡ください。 
 

【対象】 
2020 年 1 月から 2024 年 12 月の間に当院で陳旧性心筋梗塞に伴う持続性心室

頻拍に対してカテーテルアブレーション治療を受けられた患者様 
 
【研究課題名】 
陳旧性心筋梗塞に伴う持続性心室頻拍の不整脈基質、アブレーション成績に関

する多施設後ろ向き研究 
 
【当院における研究責任者】 
群馬県立心臓血管センター 循環器内科第二部長 中村紘規 
 
【研究の実施体制】 
主機関：東京科学大学病院 
研究代表者：東京科学大学病院循環器内科 西村卓郎 
 
共同研究機関：小倉記念病院 
研究責任者 黒田真衣子 
 
既存試料・情報の提供のみを行う機関と研究責任者 



 
 

札幌心臓血管クリニック 循環器内科 北井敬之 

北光記念病院 循環器内科 南部忠詞 

弘前大学 循環器内科 木村正臣 

仙台厚生病院 循環器内科 山下賢之介 

筑波大学附属病院 循環器内科 小松雄樹 

群馬県立心臓血管センター 循環器内科 中村紘規 

杏林大学医学部附属病院 循環器内科 上田明子 

東海大学医学部付属病院 循環器内科 柳下敦彦 

日本大学 循環器内科 永嶋孝一 

北里大学 循環器内科 深谷英平 

東京医科大学 循環器内科 里見和浩 

東京慈恵会医科大学 循環器内科 徳田道史 

国際医療福祉大学 循環器内科 合屋雅彦 

千葉大学医学部附属病院 循環器内科 梶山貴嗣 

自治医科大学 循環器内科 渡部智紀 

自治医科大学さいたま医療センター 循環器内科 林達哉 

埼玉医科大学国際医療センター 循環器内科 森仁 

上尾中央病院 循環器内科 林健太郎 

浜松医科大学 循環器内科 成瀬代士久 

豊橋ハートセンター 循環器内科 坂元裕一郎 

名古屋ハートセンター 循環器内科 中村知史 

藤田医科大学 循環器内科 原田将英 

大垣市民病院 循環器内科 森島逸郎 

大津赤十字病院 循環器内科 貝谷和昭 

国立循環器病研究センター 循環器内科 鎌倉令 

大阪労災病院 循環器内科 江神康之 

桜橋渡辺未来医療病院 循環器内科 田中宣暁 

神戸市民病院 循環器内科 小堀敦志 

神戸大学 循環器内科 福沢公二 

鳥取大学 循環器内科 加藤克 

済生会熊本病院 循環器内科 古山 准二郎 

佐賀大学 循環器内科 山口尊則 

九州大学 循環器内科 坂本和生 

福岡赤十字病院 循環器内科 向井靖 



宮崎市郡医師会病院 循環器内科 津曲保彰 

久留米大学 循環器内科 大江征嗣 

横須賀共済病院 循環器内科 大久保健史 

さいたま赤十字病院 循環器内科 稲葉理 

武蔵野赤十字病院 循環器内科 永田恭敏 

亀田総合病院 循環器内科 水上暁 

市立青梅総合医療センター 循環器内科 小野裕一 

災害医療センター 循環器内科 佐々木毅 

横浜市立みなと赤十字病院 循環器内科 山内康照 

都立広尾病院 循環器内科 深水誠二 

土浦協同病院 循環器内科 蜂谷仁 

 

【研究の目的】 
陳旧性心筋梗塞に合併する心室頻拍に対する高周波カテーテルアブレーション

治療は確立された治療方法ですが、これまでの報告は欧米の患者様を対象とし

た研究結果です。日本で心筋梗塞を治療された患者様がどのような経過で心室

頻拍を発症しカテーテルアブレーションを受けられているかは、明らかにはな

っていません。本研究では日本人患者様で心筋梗塞をおこされた後、どのよう

に不整脈の基質が形成されるか解析し、今後のアブレーション治療の発展につ

ながる調査を行うことです。 
 
【本研究で収集するデータ】 
カルテから得る患者基本情報(年齢・性別・身長・体重・基礎疾患・投与薬剤画

像検査結果・手技・治療結果・合併症など)および術後経過情報(不整脈の再発

の有無・合併症など) 、カテーテルアブレーション中に得られた情報（心臓内

の電気興奮から作成した画像データなど）を収集し、東京科学大学と共同研究

機関の小倉記念病院にて解析を行います。カテーテルアブレーション時の画像

データは特定の個人を識別できないように加工した上でハードディスクに保存

し、担当医師同士の手渡しにて移動します。共同研究機関の小倉記念病院には

解析の為に情報が提供されることになります。 
 
【研究期間】 
研究機関の長による実施許可日から 2029 年 7 月 31 日まで 
 
【個人情報の取り扱い等】 
本研究で得られたデータは特定の個人を識別できないように加工の上データベ



ースとして保管し、保管責任者：西村卓郎のもと東京科学大学循環器内科内で

厳重に管理いたします。保管期間は本学規定 10 年とします。今回の研究結果

は国内外の学会や学術雑誌上で公表されます。対象となった患者様に直接開示

はいたしません。 
 
この研究は人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針を守って実

施されます。通常の診療ですでに行われた検査・治療の結果を診療録から解析

する研究で、患者様に対して新たに治療や検査が行われるわけではありませ

ん。研究結果の発表時には個人情報が開示されることはありません。また、本

研究への参加により費用負担、謝礼は発生いたしません。研究は運営費を使用

して行われます。患者様に何らかの利益・不利益が生じることはありません。

また研究を実施するにあたり特定企業との利害関係はありません。本研究の実

施にあたっては、本学利益相反マネジメント委員会に対して研究者の利益相反

状況に関する申告を行い、同委員会による確認を受けています。 
 
【問い合わせ先】 
群馬県立心臓血管センター 循環器内科 
担当医師 中村紘規 電話 027-269-7455（代表） 


